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金属/誘電体界面に局在し、回折限界以下の光閉じ込めや大きな電場増強効果などを有する表面

プラズモンの制御は次世代の光技術の鍵である。今回我々は、表面プラズモン共鳴の渦状態とい

うべきモードを見出したので、それに関して報告する 

図 1(a)に示すのは、石英基板上の金(Au)薄膜に SiO2からなる六方格子フォトニック構造が接合

しているプラズモニック結晶である。格子間隔は500 √3⁄ であり、空気孔は半径𝑅1 = 75 nm, 𝑅2 =

300 nmの異なる 2種類からなり、これにより系の空間反転対称性が破れている。金および SiO2層

の厚みはそれぞれ 40 nmと 200 nmである。この系の TM偏光入射における反射スペクトルおよび

電磁場分布を有限要素法(COMSOL Multiphysics)により数値計算した。 

図 1 (b)に角度分解反射スペクトルを示す。入射角に依存してシフトするモードが存在し、プラ

ズモニックバンド構造を形成していることが分かる。図 1 (c, d, e)に入射角 40°、波長 1150 nmに

おける電場、磁場、そして Poynting ベクトルの分布を示す。図 1 (c, d)より電磁場が金属/SiO2界

面に局在しており、表面プラズモン共鳴であることが分かる。 図 1(e)では Poyntingベクトルが渦

状の分布をしており、表面プラズモンによる渦状態が生成されている事を示している。 

当日は、プラズモニックトルネード状態の性質に関して詳細を発表する予定である。 

 

図 1: プラズモニック結晶と入射配置図(a). 反射スペクトル(b). 電場(c), 磁場(d), Poyntingベクトル(e)分布. 
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